
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本市では、ごみの収集・運搬における適切なエリア分担とコスト縮減の観点から焼却工

場の集約化を図るため、４箇所の焼却工場のうち、安佐北工場を平成３０年度末に稼働

停止し、現在、３工場体制に移行しています。 

この３工場体制を持続的なものとするためには、老朽化が進行している南工場を建替え

る必要があります。 

このため、令和１０年度の稼働開始を目指し、南工場を現施設と同規模の処理能力（３

００ｔ／日）で現地建替えする計画としています。 

 

１ 南工場建替えの背景 

第２章 整備基本方針 

 

新工場の設計・施工・運営の基本方針は次のとおりとします。 

 

２ 新工場整備の基本方針 

  
処理対象物 

埋立量の削減やサーマルリサイクルを推進するため、現工場の処理対象物に加え、高い発熱量のプラスチックごみ

を処理対象物とし、焼却炉等の整備を進めます。 

また、災害発生時のごみ処理等を考慮し、可燃性大型ごみを処理対象物とします。 
 

 

【処理対象物】 

 家庭系可燃ごみ その他プラ 

 事業系可燃ごみ 

 事業系プラスチックごみ 

 資源化施設の選別残さ 

 可燃性大型ごみ 

 

［処理対象物に応じた発熱量の設定］ 

   
施設規模 

現工場と同じ処理能力及び炉構成とします。 

●処理能力：300t/日    

●炉 構 成 ：150t/日×2炉 

処理方式 

全国的に最も実績があり、現工場や本市の他の焼却工場と

同じ処理方式とします。 

●処理方式：ストーカ式焼却方式 
 

公害防止 

【排ガス管理値】 

排ガス中に含まれる大気汚染物質の管理値は、本市の焼却工場の 

うち最も厳しい安佐南工場と同等の値とします。 

 

 

【排ガス処理設備】 

排ガスの処理に当たっては、バグフィルタ、

乾式処理、湿式処理、触媒脱硝法を組み合

わせた高度な排ガス処理設備とします。 
 

 

 

３ 新工場に関する基本項目 

 

事業方式 

新工場の整備に当たっては、建設工事の設計・施工から完成後の管理運営までを一体的に発注する手法であり、

民間企業の創意工夫を取り入れながら経済性や効率性の向上が期待でき、近年のごみ焼却施設の整備事業において

最も採用実績が多いＤＢＯ方式（公設民営方式）により事業を進めます。 

ＤＢＯ方式の採用に当たっては、本市が適切に事業に関与できるようにすること、確実な施工及び業務履行能力の  

ある事業者を選定することを担保するため、今後、ＤＢＯ方式に関する専門的な知識を有するコンサルタントの知見等を

活用して、要求水準書の作成や事業者選定の手続き等を進めます。 
 

事業スケジュール（予定） 

●令和元～３年度 

 

●令和４年度 

●令和５年度 

●令和１０年度 

環境影響評価の実施（実施計画書の作成、現況調査、準備書・評価書の作成） 

要求水準書の作成や事業者選定に向けた手続きなど 

事業者選定、設計業務など 

工事着手 

新工場の稼働開始 

 

４ 事業方式・スケジュール 

 

余熱利用 

ごみの焼却過程で生じる熱エネルギーを、温水として場内給湯で利用す

るとともに、東雲屋内プールに供給します。 

また、蒸気タービン発電機で発電した電力は、場内や東雲屋内プールで

の使用のほか、余剰電力については電力会社へ売却します。発電量は、高

効率発電設備の導入により年間約４４．８ＧＷｈとなり、現工場の発電量（平

成３０年度実績で約１０．３ＧＷｈ）から大幅に増加（約４．３倍）する見込み

です。 

●発電効率：20.5％以上 
 

（参考）本市既存施設の発電効率 

施 設 名 
発電効率 
（設計値） 

南 工 場  ４．３８ ％ 

中 工 場 １７．４３ ％ 

安佐南工場 １８．５０ ％ 
 

 
災害対策 

●災害に対する強靭性 

●地域防災拠点としての機能 

： 耐震化、浸水対策、非常用自家発電設備等の整備 等 

： 避難場所としての機能 等 
 
施設配置 

●敷地の形状の制約から南側に工場棟を配置し、北側には来場者駐車場等を整備します。 

●建物の周囲には、ごみの搬入・搬出車両の通行やメンテナンス時を考慮したスペースを確保します。 

●南環境事業所を一体的に整備します。 
 

 
※ この施設配置はイメージです。実際の施設配置は、事業者選定の過程において事業者からの提案内容を審査し 

決定します。 

 

 

事業計画地（南区東雲三丁目）

施設配置のイメージ 

広島市南工場建替基本計画  【概要】 
 


